
  
実施日   年  月  日 

氏名 

次の問題に答えなさい。  

１ 図１は，ある地震の観測地点Ａでの地震計の記録であ  図１ 

る。図２は，Ｐ波，Ｓ波が届くまでの時間と震源からの 

距離との関係を示したものである。 

(1) 地点Ａの初期微動継続時間は何秒か。  

 

(2) 地点Ａの震源からの距離は何 km か。  

図２ 

(3) Ｐ波が伝わる速さは何 km/s か。  

 

(4) 観測地点Ｂでの初期微動継続時間は 40 秒だった。 

 地点Ｂの震源からの距離は何 km か。  

 

 (5) この地震が発生した時刻は 16 時何分何秒か。  

 

２ 表は，ある地震で発生したＰ波とＳ波が，地点  表 

Ａ～Ｃの各地点に到達した時刻をまとめたもので 

ある。 

(1) Ｐ波が伝わる速さは何 km/s か。  

 

(2) Ｓ波が伝わる速さは何 km/s か。  

 

(3) 地点Ｂの初期微動継続時間は何秒か。 

 

(4) 地点Ｄの震源からの距離は 224km である。地点Ｄ 

の初期微動継続時間は何秒になると考えられるか。  

 

(5) この地震が発生した時刻は 14 時何分何秒か。  

計算プリント①  ～地震編～ 本体ｐ６ 

(1)      秒 

(2)      km 

(3)     km/s 

(4)      km 

(5)16 時  分  秒 

(1)     km/s 

(2)     km/s 

(4)      秒 

(5)14 時  分  秒

か 

(3)      秒 

地点
震源から
の距離

Ｐ波の
到達時刻

Ｓ波の
到達時刻

Ａ 16km 14時18分54秒 14時18分56秒
Ｂ 56km 14時18分59秒 14時19分06秒
Ｃ 128km 14時19分08秒 14時19分24秒

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実験前の水の量〔cm3〕 10.0 10.0 10.0 10.0

実験後の水の量〔cm
3
〕 4.7 8.2 6.1 9.6



次の問題に答えなさい。  

１ 次の物質の密度を求めよ。 

 (1) 質量 21.6ｇ，体積 8.0cm3 の物質。  

 (2) 質量 5.46ｇ，体積 6.0cm3 の物質。  

 

２ 次の物質の質量を求めよ。 

 (1) 密度 10.5g/cm3，体積 5cm3 の物質。  

 (2) 密度 0.79g/cm3，体積 20cm3 の物質。  

 

３ 次の物質の体積を求めよ。  

 (1) 密度 8.8g/cm3，質量 132ｇの物質。  

 (2) 密度 19.3g/cm3，質量 868.5ｇの物質。  

  

４ 図１のように，金属Ｘの質量を電子てんびんを 図１     図２     図３  

用いて測定すると 10.8ｇであった。また，図２の  

ように，100mL のメスシリンダーに 60mL の目盛  

りまで水を入れ，その中に金属Ｘを入れ，目盛り  

を読みとった。図３は，図２のメスシリンダーに  

金属Ｘを入れたときの水面部分を拡大したもので  

ある。ただし，１mL は１cm3 である。  

(1) 金属Ｘの体積は何 cm3 か。    

 (2) 金属Ｘの密度は何 g/cm3 か。   

 

５ 物質Ａでできた金属球の質量を測定したところ，  図        表  

116.5ｇであった。体積を調べるために，100cm3 の 

メスシリンダーに 30.0cm3 の水を入れ，金属球を細 

い糸で結び，しずめたところ，図のようになった。 

表は，固体の物質の密度を示したものである。 

(1) この金属球の体積は何 cm3 か。    

 (2) この金属球の密度は何 g/cm3 か。小数第３位を四捨五入して小数第２位まで求めよ。   

 (3) 物質Ａとして最も適当なものを表の物質から選べ。  

 

  
実施日   年  月  日 

氏名 

(1)     g/cm3 (2)     g/cm3 

(1)      cm3 

 

(2)      cm3 

 

(1)      ｇ (2)      ｇ 

(1)      cm3 (2)     g/cm3 

(3) (1)      cm3 (2)     g/cm3 

計算プリント② ～密度編～ 本体ｐ9 



  
実施日   年  月  日 

氏名 

次の問題に答えなさい。  

１ 次の食塩水の質量パーセント濃度を求めよ。 

 (1) 100ｇの食塩水に 25ｇの食塩がとけている。  

 

 (2) 150ｇの食塩水に 30ｇの食塩がとけている。  

 

２ 次の砂糖水の質量パーセント濃度を求めよ。 

 (1) 100ｇの水に 25ｇの砂糖をとかした。  

 

 (2) 170ｇの水に 30ｇの砂糖をとかした。  

 

３ 質量パーセント濃度８％の食塩水が 200ｇある。  

 (1) この食塩水にとけている食塩の質量は何ｇか。  

 

 (2) この食塩水に水を 300ｇ加えたとき，食塩水 

の質量パーセント濃度は何％か。  

 

４ 質量パーセント濃度 18％の砂糖水が 500ｇある。  

 (1) この砂糖水をつくるときに，必要な砂糖と水 

の質量はそれぞれ何ｇか。  

 

 (2) この砂糖水の質量パーセント濃度を 10％にす 

るために，加える必要のある水の質量は何ｇか。  

 

５ 質量パーセント濃度 40％の食塩水Ａが 500ｇ，  

質量パーセント濃度 34％の食塩水Ｂが 300ｇある。  

 (1) 食塩水Ａにとけている食塩の質量は何ｇか。  

 

 (2) 食塩水Ｂにとけている食塩の質量は何ｇか。  

 

 (3) 食塩水Ａと食塩水Ｂを混ぜ合わせてできる 

食塩水の質量パーセント濃度は何％か。 

計算プリント③ ～濃度編～ 本体ｐ10 

(1)      ％ 

(2)      ％ 

(1)      ％ 

(2)      ％ 

(1)      ｇ 

(2)      ％ 

(1)      ｇ 

(2)      ｇ 

(2)      ｇ 

(3)      ％ 

砂糖     ｇ 水       ｇ (1) 



  
実施日   年  月  日 

氏名 

次の問題に答えなさい。  

１ 表は，100ｇの水にとける物質の量と水の温度との関係を表している。  

表   

 

 

 

 (1) 60℃の水 100ｇの入ったビーカーＡとビーカーＢを用意し，ビーカーＡにホウ酸を，ビーカ

ーＢに食塩を，それぞれ 40ｇずつ入れてよくかき混ぜた。それぞれのビーカーにホウ酸と食

塩は何ｇずつとけ残ったか。 

 

 (2) 20℃の水 200ｇの水の入ったビーカーＣに，食塩をと 

けるだけとかしたとき，とけた食塩の質量は何ｇか。  

 

 (3) 80℃の水 100ｇの入ったビーカーＤに，ホウ酸をとけ 

るだけとかしたあと，水の温度を 40℃にすると，ホウ 

酸は何ｇとり出せるか。  

 

２ 塩化ナトリウムと硝酸カリウムを 50.0ｇずつ，40℃の水  図 

 100ｇが入った別々のビーカーに入れてかき混ぜると，塩化 

ナトリウムはとけきれなかったが，硝酸カリウムはすべて 

とけた。図は，100ｇの水にとける物質の質量と水の温度 

との関係を示したものである。 

(1) 40℃の水 100ｇに硝酸カリウムは最大何ｇとけるか。 

 

(2) 40℃の水 100ｇに硝酸カリウムはあと何ｇとけるか。 

 

(3) 40℃の水 100ｇにすべてとける塩化ナトリウムの質量 

として適当なものをすべて選べ。 

ア 20ｇ   イ 30ｇ   ウ 40ｇ   エ 50ｇ 

 

(4) 硝酸カリウムが入った水溶液を 10℃まで下げたとき， 

得られる硝酸カリウムの結晶の質量は何ｇか。  

計算プリント④ ～溶解度編～ 本体ｐ10 

(2)      ｇ 

(3)      ｇ 

(2)      ｇ 

(3)       

(4)      ｇ 

(1)      ｇ 

食塩      ｇ ホウ酸     ｇ (1) 



  
実施日   年  月  日 

氏名 

次の問題に答えなさい。  

１ 次の   にあてはまる数字を答えよ。 

 (1) 質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさは   Ｎである。 

 (2) 質量 20kg の物体にはたらく重力の大きさは   Ｎである。 

 

２ 図は，あるばねに加えた力の大きさとばねののびの関係をグラ   図 

フに表したものである。 

 (1) このばねに加えた力の大きさが 1.0Ｎのとき，ばねののびは 

  何 cm か。  

 

 (2) このばねののびが３cm のとき，ばねに加えた力の大きさは 

何Ｎか。  

 

(3) このばねに加えた力の大きさが 1.6Ｎのとき，ばねののびは何 cm か。  

 

(4) このばねののびが 8.5cm のとき，加えた力の大きさは何Ｎか。 

 

３ 表は，あるばねにおもりをつるしたときのおもりの質量とばねののびの関係を表したものであ 

る。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

  表 

 

 

(1) このばねに 150ｇのおもりをつるしたとき，ばねののびは何 cm か。 

  

(2) このばねののびが 3.2cm のとき，ばねにつるしたおもりの質量は 

何ｇか。  

 

(3) このばねに 3.5Ｎの力を加えたとき，ばねの全体の長さは何 cm か。 

 

(4) このばねの全体の長さが 6.0cm のとき，ばねに加えた力の大きさ 

は何Ｎか。  

 

(5) このばねに 3.0Ｎの力を加えたとき，ばねののびは何 cm か。 

  

(6) このばねののびが 7.2cm のとき，ばねに加えた力の大きさは何Ｎか。

計算プリント⑤ ～ばね編～ 本体ｐ16 

(1)       

(2)       

(1)      cm 

(2)      Ｎ 

(3)      cm 

(4)      Ｎ 

(1)      cm 

(2)      ｇ 

(3)      cm 

(4)      Ｎ 

(5)      cm 

(6)      Ｎ 

おもりの質量〔ｇ〕 0 50 100 150 200 250
ばね全体の長さ〔㎝〕 4.0 4.8 5.6 6.4 7.2 8.0



次の問題に答えなさい。  

１ 図のように，葉の枚数や大きさ，茎の太さがほぼ同じ枝  図 

を４本用意し，それぞれの２時間後の水の減少量を調べた。 

表は，その結果をまとめたものである。 

 (1) 茎(葉以外)からの水の減少量は何ｇか。  

 

(2) 葉の表側からの蒸散量は何ｇか。  

  表 

(3) 葉の裏側からの蒸散量は何ｇか。  

 

２ 図のように，葉の枚数や大きさ，茎の太さがほ  図 

ぼ同じ枝を４本用意し，それぞれの実験前の水の 

量と数時間たった後の試験管の水の量を測定して 

表にまとめた。 

 (1) 茎(葉以外)からの水の減少量は何 cm3 か。  

  表 

(2) 葉の裏側からの蒸散量は何 cm3 か。  

 

(3) 葉から (表側＋裏側)の蒸散量は何 cm3 か。  

 

３ 図のように，葉の枚数や大きさ，茎の太さがほぼ同じ枝を３ 図 

本用意し，それぞれの２時間後の水の減少量を調べた。表は， 

その結果をまとめたものである。 

 (1) 葉の表側からの蒸散量は何 cm3 か。  

 

(2) 葉の裏側からの蒸散量は何 cm3 か。  

 表 

(3) 茎(葉以外)からの水の減少量は何 cm3 か。  

 

  
実施日   年  月  日 

氏名 計算プリント⑥ ～蒸散編～ 本体ｐ17 

(1)      ｇ 

(2)      ｇ 

(3)      ｇ 

(1)      cm3 

(2)      cm3 

(3)      cm3 

(1)      cm3 

(2)      cm3 

(3)      cm3 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実験前の水の量〔cm3〕 10.0 10.0 10.0 10.0

実験後の水の量〔cm
3
〕 4.7 8.2 6.1 9.6

Ａ Ｂ Ｃ

水の減少量〔㎝
3
〕 2.4 0.7 2.8



次の問題に答えなさい。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。  

１ 図のような質量 300ｇの直方体の物体を水平な床の上に置いた。      図 

 (1) 物体が床をおす力の大きさは何Ｎか。  

 

 (2) 面Ａ，Ｂ，Ｃの面積はそれぞれ何ｍ 2 か。  

 

 (3) 床が物体から受ける圧力が最大になるのは，どの面を下にして置いたときか。また，そのと

きの圧力は何Ｐａか。  

 

２ 図のような質量２ｋｇの直方体の物体を水平な床の上に置いた。  図 

 (1) 物体が床をおす力の大きさは何Ｎか。  

 

 (2) Ａ面を下にして床に置いたとき，物体が床をおす力の大きさ 

は何Ｎか。  

 

 (3) Ａ面を下にして床に置いたとき，床が物体から受ける圧力は 

何Ｐａか。  

 

３ 図１のような体積と質量の異なる２種類の直方体のおもり１とお  図１  

もり２がある。おもり１の質量は 80ｇ，おもり２の質量は 70ｇで 

ある。おもり１とおもり２を１つずつ床の上に置き，それぞれ面Ａ 

～Ｃ，面Ｄ～Ｆを下にしたときに，床におよぼす圧力を求めた。面 

Ａを下にしたときの圧力の大きさを圧力Ａと表し，面Ｂ～Ｆの場合 

にも，同様に圧力Ｂ～Ｆとした。 

(1) 圧力が最も大きいのは，圧力Ａ～Ｆのどれか。 

  

(2) 図２のように，面Ｅを下にして，おもり２を床の上に置き，その上に面Ｂ  図２ 

を下にしておもり１を置いた。このとき，おもり１とおもり２が床をおす力 

  の大きさは何Ｎか。  

 

 (3) (2)のとき，床がおもり１とおもり２から受ける圧力は何Ｐａか。   

  
実施日   年  月  日 

氏名 計算プリント⑦ ～圧力編～ 本体ｐ21 

(1)      Ｎ 

(1)      Ｎ 

(2)      Ｎ 

(3)     Ｐａ 

(1) 圧力     

(2)      Ｎ 

(3)     Ｐａ 

      Ｐａ 面   (3) 

(2) 面Ａ    ｍ2 面Ｂ    ｍ2 面Ｃ    ｍ2 



次の問題に答えなさい。  

１ １ｍ3 中に 17.3ｇの水蒸気をふくんでいる 28℃の空気があ  表 

る。表は，気温と飽和水蒸気量との関係を示したものである。 

 (1) この空気１ｍ3 中には，あと何ｇの水蒸気をふくむこと 

  ができるか。  

 

 (2) この空気の湿度は何％か。小数第１位を四捨五入して整数で求めよ。 

 

 (3) この空気の露点は何℃か。  

 

 (4) この空気を 10℃まで冷やすと，空気１ｍ 3 あたり何ｇの水滴ができるか。  

 

２ 実験室で，気温と湿度を乾湿計で測定した。図は，湿度表の 図  

一部である。  

(1) 午前８時に，乾球温度計は 18℃，湿球温度計は 16℃を示 

していた。このときの湿度は何％か。 

  

 (2) 午前 10 時の気温は 21℃，湿度は 65％であることがわか 

った。このときの湿球温度計の示度は何℃だったと考えられるか。 

 

 (3) (2)のとき，実験室内の空気１ｍ 3 中にふくまれていた水蒸気は何ｇか。小数第２位を四捨五

入して小数第１位まで求めよ。ただし，気温 21℃のときの飽和水蒸気量は 18.3g/m3 とする。 

 

３ 金属製のコップの中に，くみおきの水を入れ，図のように，息をかけな  図 

いように注意し，氷を入れた試験管でかき混ぜながら水温を下げていった。 

その結果，水温が 21℃になったとき，金属製のコップの表面に水滴がつき 

はじめた，このときの室温は 25℃であった。表は，気温と飽和水蒸気量の 

関係を示している。                 表 

(1) この部屋の空気１ｍ 3 中にふくまれている水蒸気 

の量は何 g/m3 か。  

 

 (2) この部屋の湿度は何％か。小数第１位を四捨五入 

して整数で求めよ。 

  
実施日   年  月  日 

氏名 計算プリント⑧ ～湿度編～ 本体ｐ24 

(1)      ｇ 

(2)      ％ 

(3)      ℃ 

(4)      ｇ 

(1)      ％ 

(2)      ℃ 

(1)     g/m3 

(2)      ％ 

(3)      ｇ 



次の問題に答えなさい。  

１ 図は，マグネシウムを十分に加熱したときの加熱前後の質量の関係を表したものである。 

(1) この実験で，1.2ｇのマグネシウムを加熱したとき， 図 

できる酸化マグネシウムの質量は何ｇか。  

 

(2) (1)のとき，1.2ｇのマグネシウムに結びついた酸 

 素の質量は何ｇか。 

 

(3) マグネシウムと結びつく酸素の質量の比を最も簡単な整数比で表せ。  

 

(4) この実験で，2.7ｇのマグネシウムを加熱したとき，できる酸化マ 

グネシウムの質量は何ｇか。 

 

(5) マグネシウムと酸化マグネシウムの質量の比を最も簡単な整数比 

で表せ。  

 

(6) できた酸化マグネシウムの質量が 5.5ｇのとき，加熱したマグネシ 

ウムの質量は何ｇか。  

 

２ 表は，銅を十分に加熱したときの銅と加熱後 表   

にできた物質の質量の関係を表したものである。 

(1) この実験で，1.60ｇの銅を加熱したとき， 

できる酸化銅の質量は何ｇか。  

 

(2) 銅と結びつく酸素の質量の比を最も簡単な整数比で表せ。  

 

(3) この実験で，2.20ｇの銅を加熱したとき，できる酸化銅の質量は何ｇか。  

 

(4) 銅と酸化銅の質量の比を最も簡単な整数比で表せ。  

 

(5) できた酸化銅の質量が 4.25ｇのとき，加熱した銅と結びついた酸素の 

質量はそれぞれ何ｇか。 

  
実施日   年  月  日 

氏名 計算プリント⑨ ～化学変化編～ 本体ｐ28 

(1)      ｇ 

(2)      ｇ 

(3)   ：   

(4)      ｇ 

(5)   ：    

(6)      ｇ 

(1)      ｇ 

(2)   ：    

(3)      ｇ 

(4)   ：   

銅     ｇ (5) 酸素    ｇ 



  
実施日   年  月  日 

氏名 

次の問題に答えなさい。  

１ 次の回路図における問題に答えよ。ただし，電源電圧の大きさをＶ，回路に流れる電流の大き

さをＩ，抵抗器の抵抗の大きさをＲとする。 

            (1) Ｉ＝２Ａ，Ｒ＝５ΩのときのＶは何Ｖか。  

 

                       (2) Ｖ＝５Ｖ，Ｒ＝２ΩのときのＩは何Ａか。  

 

                       (3) Ｖ＝５Ｖ，Ｉ＝0.5ＡのときのＲは何Ωか。  

 

             (4) Ｖ＝３Ｖ，Ｉ＝200mＡのときのＲは何Ωか。 

 

２ 次の回路図における問題に答えよ。ただし，電源電圧の大きさをＶ，回路に流れる電流の大き

さをＩ，２つの抵抗器の抵抗の大きさをそれぞれＲ 1，Ｒ2 とする。 

             (1) Ｉ＝0.5Ａ，Ｒ 1＝５Ω，Ｒ 2＝３ΩのときのＶは何Ｖか。  

 

                        (2) Ｖ＝15Ｖ，Ｒ 1＝20Ω，Ｒ 2＝30ΩのときのＩは何Ａか。  

 

                        (3) Ｖ＝８Ｖ，Ｉ＝0.4Ａ，Ｒ 1＝５ΩのときのＲ 2 は何Ωか。  

 

              (4) Ｖ＝12Ｖ，Ｉ＝300mＡ，Ｒ 2＝10ΩのときのＲ 1 は何Ωか。  

 

３ 次の回路図における問題に答えよ。ただし，電源電圧の大きさをＶ，回路に流れる電流の大き

さをそれぞれＩ，Ｉ 1，Ｉ 2，２つの抵抗器の抵抗の大きさをそれぞれＲ 1，Ｒ2 とする。 

             (1) Ｉ＝0.5Ａ，Ｉ 1＝0.1Ａ，Ｒ 2＝20ΩのときのＶは何Ｖか。  

 

                        (2) Ｖ＝３Ｖ，Ｉ＝0.8Ａ，Ｒ 2＝10ΩのときのＩ 1 は何Ａか。  

 

                        (3) Ｉ＝0.2Ａ，Ｉ 2＝0.15Ａ，Ｒ 2＝10ΩのときのＲ 1 は何Ωか。   

 

              (4) Ｖ＝６Ｖ，Ｉ＝400mＡ，Ｉ 1＝100mＡのときのＲ 2 は何Ωか。  

 

計算プリント⑩  ～電流・電力編～① 

本体ｐ30 

(1)      Ｖ 

(2)      Ａ 

(3)      Ω 

(4)      Ω 

(1)      Ｖ 

(2)      Ａ 

(3)      Ω 

(4)      Ω 

(1)      Ｖ 

(2)      Ａ 

(3)      Ω 

(4)      Ω 



  
実施日   年  月  日 

氏名 

次の問題に答えなさい。  

１ 電熱線Ａ，電熱線Ｂ，スイッチ，電圧計，電流計および電源装置を用  図１  

いて，図１のような回路のＰＱ間に電熱線Ａを接続し，電源装置の電圧 

を変化させて，ＰＱ間の電圧と流れる電流の大きさをくり返し測定した。 

次に，電熱線Ａを電熱線Ｂにつなぎかえて，同様の測定を行った。表は， 

これらの結果をまとめたものである。        表 

(1) 電熱線Ａ，電熱線Ｂの抵抗の大きさはそれぞれ 

何Ωか。  

 

(2) 図２のように，電熱線Ａと電熱線Ｂを直列につなぎ，図１のＰＱ  図２ 

間に接続したとき，ＰＱ間に流れる電流の大きさは何Ａか。ただし， 

電源装置の電圧の大きさは６Ｖとする。  

 

２ 図１のような回路をつくり，電熱線ａの 図１          図２ 

両端に加わる電圧と流れる電流の大きさと 

の関係を調べた。次に，電熱線ａを電熱線 

ｂに変え，同じ方法で実験を行った。図２ 

は，その結果を示したグラフである。 

(1) 電熱線ａ，電熱線ｂの抵抗の大きさはそれぞれ何Ωか。  

 

(2) 電熱線ａと電熱線ｂを図３のように，並列に接続した。電熱線  図３ 

ａに流れる電流の大きさが 0.1Ａのとき，電熱線ｂに流れる電流 

の大きさは何Ａか。  

 

３ 抵抗が４Ωの電熱線に 8.0Ｖの電圧を加えて，電流を１分間流した。 

 (1) このときの電力は何Ｗか。  

 

(2) この電熱線に 10 秒間電流を流したとき，消費する電力量は何Ｊか。  

 

(3) この電熱線に１分間電流を流したとき，発生した熱量は何Ｊか。  

計算プリント⑪  ～電流・電力編～② 

                    本体ｐ30 

(1)      Ｗ 

(2)      Ｊ 

(3)      Ｊ 

(2)      Ａ 

(2)      Ａ 

電熱線Ｂ    Ω 電熱線Ａ    Ω (1) 

電熱線ｂ    Ω 電熱線ａ    Ω (1) 
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計算プリント① ～地震編～ 

正答例 

１ (1) 15(秒)  (2) 120(km)  (3) ６(km/s) 

(4) 320(km)  (5) (16 時)22(分)53(秒) 

２ (1) ８(km/s)  (2) ４(km/s)  (3) ７(秒) 

(4) 28(秒)  (5) (14 時)18(分)52(秒) 

解説 

１ 

(1) 図１より，28－13＝15〔秒〕 

(2) Ｐ波とＳ波の到達時刻の差が初期微動継続時間

である。(1)と図２より，初期微動継続時間が 15 秒

となる震源からの距離は 120km 

(3) 図２より，Ｐ波が震源から 120km 離れた地点Ａに

到達するまでの時間は 20 秒だから，Ｐ波の伝わる

速さは 120÷20＝６〔km/s〕 

(4) 初期微動継続時間は震源からの距離に比例する。

震源からの距離は，初期微動継続時間が１秒長くな

るごとに 120÷15＝８〔km〕長くなるから，地点Ｂ

の震源からの距離は８×40＝320〔km〕 

(5) (2)と図２より，Ｐ波が震源から地点Ａに到達す

るまでの時間は 20 秒だから，この地震が発生した

時刻は地点Ａで初期微動が始まった 16 時 23 分 13

秒の 20 秒前である。 

２ 

(1) Ｐ波が伝わる速さは，Ｐ波が地点Ａから地点Ｂに

到達するまでの距離と時間を用いて求められるか

ら，表より，
56－16

５
＝８〔km/s〕 

(2) (1)と同様に，Ｓ波が地点Ａから地点Ｂに到達す

るまでの距離と時間より，
56－16

10
＝４〔km/s〕 

(3) Ｐ波とＳ波の到達時刻の差が初期微動継続時間

である。表より，初期微動継続時間は７秒 

(4) 初期微動継続時間は震源からの距離に比例する。

地点Ｄの初期微動継続時間を x〔秒〕とおくと， 

56：７＝224：x x＝28 よって，28 秒 

(5) (1)と表より，震源から地点ＡにＰ波が到達する

までの時間は 16÷８＝２〔秒〕だから，この地震が

発生した時刻は地点ＡにＰ波が到達した 14時 18分

54 秒の２秒前である。 

 

計算プリント② ～密度編～ 

正答例 

１ (1) 2.7(g/cm3)  (2) 0.91(g/cm3)   

２ (1) 52.5(ｇ)  (2) 15.8(ｇ) 

３ (1) 15(cm3)  (2) 45(cm3) 

４ (1) ４(cm3)  (2) 2.7(g/cm3) 

５ (1) 13(cm3)  (2) 8.96(g/cm3)  (3) 銅 

解説 

密度〔g/㎝ 3〕＝
物質の質量〔ｇ〕

物質の体積〔cm3〕
 

１ 

(1) 
21.6

8.0
＝2.7〔g/cm3〕  (2) 

5.46

6.0
＝0.91〔g/cm3〕 

２ 

(1) 10.5×５＝52.5〔ｇ〕  (2) 0.79×20＝15.8〔ｇ〕 

３ 

(1) 
132

8.8
＝15〔cm3〕  (2) 

868.5

19.3
＝45〔cm3〕 

４ 

(1) 64.0－60＝４〔cm3〕  (2) 
10.8

4
＝2.7〔g/cm3〕 

５ 

(1) 43－30.0＝13〔cm3〕 

(2) 
116.5

13
＝8.961… よって，8.96g/cm3 

(3) 表の物質のうち，(2)で求めた密度にあてはまる

ものは銅。 

 

計算プリント③ ～濃度編～ 

正答例 

１ (1) 25(％)  (2) 20(％) 

２ (1) 20(％)  (2) 15(％) 

３ (1) 16(ｇ)  (2) 3.2(％) 

４ (1) 砂糖 90(ｇ)  水 410(ｇ) 

  (2) 400(ｇ) 

５ (1) 200(ｇ)  (2) 102(ｇ)  (3) 37.75(％) 

解説 

質量パーセント濃度〔％〕＝
溶質の質量〔ｇ〕

溶液の質量〔ｇ〕
×100 

１ 

(1) 
25

100
×100＝25〔％〕  (2) 

30

150
×100＝20〔％〕 

２ 

(1) 
25

25＋100
×100＝20〔％〕 (2) 

30

30＋170
×100＝15〔％〕 

３ 

(1) ８％は 0.08 なので，200×0.08＝16〔ｇ〕 

(2) 
16

200＋300
×100＝3.2〔％〕 

４ 

(1) 18％は 0.18 なので，砂糖：500×0.18＝90〔ｇ〕

よって，水：500－90＝410〔ｇ〕 

(2) 加える水の質量を x〔ｇ〕とおくと，(1)より， 

90

500＋𝒳
×100＝10 x＝400 よって，400ｇ 

５ 

(1) 40％は 0.4 なので，500×0.4＝200〔ｇ〕 

(2) 34％は 0.34 なので，300×0.34＝102〔ｇ〕 

(3) 
200＋102

500＋300
×100＝37.75〔％〕 
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計算プリント④ ～溶解度編～ 

正答例 

１ (1) ホウ酸 25.1(ｇ)  食塩 2.9(ｇ) 

  (2) 71.6(ｇ)  (3) 14.6(ｇ) 

２ (1) 63.9(ｇ)  (2) 13.9(ｇ)   

(3) ア,イ  (4) 28(ｇ) 

解説 

１ 

(1) ホウ酸：40－14.9＝25.1〔ｇ〕 

食塩：40－37.1＝2.9〔ｇ〕 

(2) 表より，食塩は 20℃の水 100ｇに 35.8ｇとける

から 200÷100＝２ 35.8×２＝71.6〔ｇ〕 

(3) 表より，80℃の水 100ｇと 20℃の水 100ｇにとけ 

るホウ酸の質量はそれぞれ 23.5ｇと 8.9ｇだから，

23.5－8.9＝14.6〔ｇ〕 

２ 

(2) (1)より，63.9－50.0＝13.9〔ｇ〕 

(3) 図より，40℃の水 100ｇにとける食塩の質量は 30

ｇより大きく 40ｇより小さいから，ア，イが適当。 

(4) 水溶液に入っていた硝酸カリウムの質量は 50.0

ｇだから，図より，50.0－22.0＝28.0〔ｇ〕 

 

計算プリント⑤ ～ばね編～ 

正答例 

１ (1) １  (2) 200 

２ (1) ５(cm)  (2) 0.6(Ｎ)   

(3) ８(cm)  (4) 1.7(Ｎ) 

３ (1) 2.4(cm)  (2) 200(ｇ)  (3)9.6(cm) 

(4) 1.25(Ｎ)  (5) 4.8(cm)  (6) 4.5(Ｎ) 

解説 

１ 

(2) 20 ㎏は 20000ｇなので，
20000

100
＝200〔Ｎ〕 

２ 

(3) 図より，このばねに１Ｎの力を加えたとき，ばね

ののびは５cm だから，1.6Ｎの力を加えたときのば

ねののびは５×1.6＝８〔cm〕 

(4) 図より，このばねののびが１cm のとき，加えた力

の大きさは 0.2Ｎだから，ばねののびが 8.5cm とな

る力の大きさは 0.2×8.5＝1.7〔Ｎ〕 

３ 

表より，このばねに１Ｎの力を加えたとき，ばねの

のびは 5.6－4.0＝1.6〔cm〕であることがわかる。 

(1) 表より，もとのばねの長さは 4.0cm だから， 

6.4－4.0＝2.4〔cm〕 

(2) 表より，このばねののびが 3.2cm のとき，全体の

長さは 4.0＋3.2＝7.2〔cm〕 このときのおもりの

質量は，表より，200ｇ 

 

 

(3) 3.5Ｎの力を加えたときのばねののびは 

1.6×3.5＝5.6〔cm〕 よって，ばね全体の長さは

4.0＋5.6＝9.6〔cm〕 

(4) 全体の長さが 6.0cm のときのばねののびは 

6.0－4.0＝2.0〔cm〕 よって，ばねののびが 2.0cm 

となる力の大きさを x〔Ｎ〕とおくと， 

１：1.6＝x：２ x＝1.25 よって，1.25Ｎ 

(5) 1.6×3.0＝4.8〔cm〕 

(6) ばねののびが 7.2cm となる力の大きさを x〔Ｎ〕

とおくと， 

１：1.6＝x：7.2 x＝4.5 よって，4.5Ｎ 

 

計算プリント⑥ ～蒸散編～ 

正答例 

１ (1) 0.4(ｇ)  (2) 0.3(ｇ)  (3) 2.0(ｇ) 

２ (1) 0.4(cm3)  (2) 3.5(cm3)  (3) 4.9(cm3) 

３ (1) 0.4(cm3)  (2) 2.1(cm3)  (3) 0.3(cm3) 

解説 

ワセリンをぬらないとき，蒸散は葉の裏側と表側，

および茎で行われる。ワセリンをぬった部分では蒸散

が行われないため，水が減少しない。 

１ 

 Ａは葉の表側と裏側と茎からの蒸散量，Ｂは葉の表

側と茎からの蒸散量，Ｃは葉の裏側と茎からの蒸散量，

Ｄは茎からの蒸散量である。 

(2) (1)と表のＢより，0.7－0.4＝0.3〔ｇ〕 

(3) (1)と表のＣより，2.4－0.4＝2.0〔ｇ〕 

２ 

それぞれの水の減少量は，Ａ：10.0－4.7＝5.3〔cm3〕，

Ｂ：10.0－8.2＝1.8〔cm3〕，Ｃ：10.0－6.1＝3.9〔cm3〕，

Ｄ：10.0－9.6＝0.4〔cm3〕 

(2) Ａの減少量からＢの減少量を引けばよいので， 

5.3－1.8＝3.5〔cm3〕 

(3) Ａの減少量からＤの減少量を引けばよいので， 

5.3－0.4＝4.9〔cm3〕 

３ 

Ａは葉の裏側と茎からの蒸散量，Ｂは葉の表側と茎

からの蒸散量，Ｃは葉の表側と裏側と茎からの蒸散量

である。 

(1) 表のＡとＣより，2.8－2.4＝0.4〔cm3〕 

(2) 表のＢとＣより，2.8－0.7＝2.1〔cm3〕 

(3) (1)，(2)より，葉の表側と裏側からの蒸散量の合

計は 0.4＋2.1＝2.5〔cm3〕 よって，茎(葉以外)か

らの水の減少量は 2.8－2.5＝0.3〔cm3〕 
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計算プリント⑦ ～圧力編～ 

正答例 

１ (1) ３(Ｎ)   

(2) 面Ａ 0.002(ｍ2)  面Ｂ 0.003(ｍ2) 

面Ｃ 0.0024(ｍ2)   

(3) 面Ａ 1500(Pa) 

２ (1) 20(Ｎ)  (2) 20(Ｎ)  (3) 1000(Pa) 

３ (1) (圧力)Ａ  (2) 1.5(Ｎ)  (3) 625(Pa) 

解説 

圧力〔Pa〕＝
面を垂直におす力〔Ｎ〕

力がはたらく面積〔m2〕
 

１ 

(1) 
300

100
＝３〔Ｎ〕 

(2) ４cm，５cm，６cm はそれぞれ 0.04ｍ，0.05ｍ， 

0.06ｍなので， 

面Ａ：0.04×0.05＝0.002〔ｍ2〕 

面Ｂ：0.06×0.05＝0.003〔ｍ2〕 

面Ｃ：0.06×0.04＝0.0024〔ｍ2〕 

(3) 床が物体から受ける圧力が最大になるのは，最も

面積が小さい面を下にして置いたときである。(2)

より，最も面積が小さいのは面Ａだから，面Ａを下

にして置いたときの圧力は
3

0.002
＝1500〔Pa〕 

２ 

(1) ２kg は 2000ｇなので，
2000

100
＝20〔Ｎ〕 

(2) 物体の置き方を変えても，物体が床をおす力の大

きさは変わらない。 

(3) 10cm，20cm はそれぞれ 0.1ｍ，0.2ｍなので， 

  
20

0.1×0.2
＝1000〔Pa〕 

３ 

(1) 床がおもりから受ける圧力は，下にする面の面積

が小さいほど，またおもりの質量が大きいほど大き

くなる。おもり１，おもり２で，おもり１の面Ａを

下にしたときに面積が最も小さく，質量が最も大き

くなるので，圧力が最も大きいのは圧力Ａである。 

(2) 
80

100
＝0.8〔Ｎ〕，

70

100
＝0.7〔Ｎ〕なので， 

0.8＋0.7＝1.5〔Ｎ〕 

(3) ３cm，８cm はそれぞれ 0.03ｍ，0.08ｍなので， 

1.5

0.03×0.08
＝625〔Pa〕 

 

計算プリント⑧ ～湿度編～ 

正答例 

１ (1) 9.9(ｇ)  (2) 64(％)   

(3) 20(℃)  (4) 7.9(ｇ) 

２ (1) 80(％)  (2) 17(℃)  (3) 11.9(ｇ) 

３ (1) 18.3(g/cm3)  (2) 79(％) 

解説 

湿度〔％〕＝
１ｍ

3
の空気にふくまれる水蒸気の質量〔g/m3〕

その空気と同じ気温での飽和水蒸気量〔g/m3〕
×100 

１ 

(1) 27.2－17.3＝9.9〔ｇ〕 

(2) 
17.3

27.2
×100＝63.6… よって，64％ 

(4) 17.3－9.4＝7.9〔ｇ〕 

２ 

(1) 18－16＝2.0 よって，図より，80％ 

(2) 図より，気温が 21℃，湿度が 65％のときの乾球

温度計と湿球温度計の示度の差は 4.0℃であり，湿

球温度計の示度は乾球温度計の示度より低くなる

から 21－4.0＝17〔℃〕 

(3) 65％は 0.65 なので， 18.3×0.65＝11.89… 

よって，11.9ｇ 

３ 

(1) 実験より，この部屋の空気の露点は 21℃とわか

るので，このときふくまれていた水蒸気の量は気温

が 21℃のときの飽和水蒸気量と等しい。 

(2) 表より，気温が25℃のときの飽和水蒸気量は23.1

ｇだから，
18.3

23.1
×100＝79.2… よって，79％ 

 

計算プリント⑨ ～化学変化編～ 

正答例 

１ (1) 2.0(ｇ)  (2) 0.8(ｇ)  (3) ３：２ 

  (4) 4.5(ｇ)  (5) ３：５  (6) 3.3(ｇ) 

２ (1) 2.00(ｇ)  (2) ４：１   

(3) 2.75(ｇ)  (4) ４：５   

(5) 銅 3.4(ｇ)  酸素 0.85(ｇ) 

解説 

１ 

(2) 2.0－1.2＝0.8〔ｇ〕  (3) 1.2：0.8＝３：２ 

(4) 2.7ｇのマグネシウムと結びつく酸素の質量を x

〔ｇ〕とおくと，(3)より，2.7：x＝３：２  

x＝1.8 よって，できる酸化マグネシウムの質量

は 2.7＋1.8＝4.5〔ｇ〕 

(5) 2.7：4.5＝３：５ 

(6) マグネシウムの質量を x〔ｇ〕とおくと，(5)より 

x：5.5＝３：５ x＝3.3 よって，3.3ｇ 

２ 

(2) (1)のとき，銅と結びついた酸素の質量は 

2.00－1.60＝0.40〔ｇ〕 よって，銅と結びつく

酸素の質量の比は 1.60：0.40＝４：１ 

(3) 2.20ｇの銅と結びつく酸素の質量を x〔ｇ〕とお

くと，(2)より，2.20：x＝４：１ x＝0.55 よって，

できる酸化銅の質量は 2.20＋0.55＝2.75〔ｇ〕 

(4) 2.20：2.75＝４：５ 

(5) 銅の質量を x〔ｇ〕とおくと，(4)より 

  x：4.25＝４：５ x＝3.4 

  よって，酸素の質量は 4.25－3.4＝0.85〔ｇ〕 
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計算プリント⑩  ～電流・電力編～① 

正答例 

１ (1) 10(Ⅴ)  (2) 2.5(Ａ)   

(3) 10(Ω)  (4) 15(Ω) 

２ (1) ４(Ｖ)  (2) 0.3(Ａ)   

(3) 15(Ω)  (4) 30(Ω) 

３ (1) ８(Ｖ)  (2) 0.5(Ａ)   

(3) 30(Ω)  (4) 20(Ω) 

解説 

電圧〔Ⅴ〕＝抵抗〔Ω〕×電流〔Ａ〕 

電流〔Ａ〕＝
電圧〔Ｖ〕

抵抗〔𝛀〕
 抵抗〔Ω〕＝

電圧〔Ｖ〕

電流〔Ａ〕
 

１ 

(1) ５×２＝10〔Ｖ〕 

(2) 
５

２
＝2.5〔Ａ〕 

(3) 
5

0.5
＝10〔Ω〕 

(4) 200mA は 0.2Ａなので，Ｒ＝
３

0.2
＝15〔Ω〕 

２ 

直列回路なので，回路に流れる電流の大きさは一定

であり，回路全体の抵抗の大きさはＲ１＋Ｒ２となる。 

(1) (５＋３)×0.5＝４〔Ｖ〕 

(2) 
15

20＋30
＝0.3〔Ａ〕 

(3) Ｒ１＋Ｒ２＝
８

0.4
＝20〔Ω〕 

よって，Ｒ２＝20－５＝15〔Ω〕 

(4) 300mA は 0.3Ａなので，Ｒ１＋Ｒ２＝
12

0.3
＝40〔Ω〕 

よって，Ｒ１＝40－10＝30〔Ω〕 

３ 

並列回路なので，Ｉ＝Ｉ１＋Ｉ２であり，それぞれの

抵抗に加わる電圧の大きさは電源電圧と等しい。 

(1) (0.5－0.1)×20＝８〔Ｖ〕 

(2) Ｉ２＝
３

10
＝0.3〔Ａ〕 

よって，Ｉ１＝0.8－0.3＝0.5〔Ａ〕 

(3) Ｖ＝10×0.15＝1.5〔Ｖ〕 

Ｉ１＝0.2－0.15＝0.05〔Ａ〕  

よって，Ｒ１＝
1.5

0.05
＝30〔Ω〕 

(4) 1000mA は１Ａなので，Ｉ２＝0.4－0.1＝0.3〔Ａ〕

Ｒ２＝
６

0.3
＝20〔Ω〕 

 

 

 

 

計算プリント⑪  ～電流・電力編～② 

正答例 

１ (1) 電熱線Ａ ５(Ω)  電熱線Ｂ 10(Ω) 

  (2) 0.4(Ａ) 

２ (1) 電熱線ａ 40(Ω)  電熱線ｂ 10(Ω) 

  (2) 0.4(Ａ) 

３ (1) 16(Ｗ)  (2) 160(Ｊ)  (3) 960(Ｊ) 

解説 

電圧〔Ⅴ〕＝抵抗〔Ω〕×電流〔Ａ〕 

電流〔Ａ〕＝
電圧〔Ｖ〕

抵抗〔𝛀〕
 抵抗〔Ω〕＝

電圧〔Ｖ〕

電流〔Ａ〕
 

１ 

(1) 100mA は 0.1Ａなので，表より 

電熱線Ａ：
0.5

0.1
＝５〔Ω〕 

  電熱線Ｂ：
1.0

0.1
＝10〔Ω〕 

(2) 直列回路の全体の抵抗の大きさは，それぞれの抵

抗の大きさの和だから，５＋10＝15〔Ω〕 よって，

ＰＱ間に流れる電流の大きさは，
６

15
＝0.4〔Ａ〕 

２ 

(1) 図２より，電熱線ａ：
４

0.1
＝40〔Ω〕 

  電熱線ｂ：
４

0.4
＝10〔Ω〕 

(2) 電熱線ａに加わる電圧は，40×0.1＝４〔Ｖ〕 並

列回路ではそれぞれの抵抗に加わる電圧の大きさ

が等しいから，電熱線ｂに流れる電流の大きさは， 

0.4

10
＝0.4〔Ａ〕 

３ 

電力〔Ｗ〕＝電圧〔Ｖ〕×電流〔Ａ〕 

電力量〔Ｊ〕＝電力〔Ｗ〕×時間〔ｓ〕 

熱量〔Ｊ〕＝電力〔Ｗ〕×時間〔ｓ〕 

(1) この電熱線に流れる電流の大きさは，
８

４
＝２〔Ａ〕 

よって，このときの電流は，8.0×2.0＝16〔Ｗ〕 

(2) 16×10＝160〔Ｊ〕 

(3) １分は 60 秒なので，16×60＝960〔Ｊ〕 


